


















































審査委員：主査  角南 篤 
委員  城山 英明（東京大学） 
委員  飯尾 潤 
委員  大山 達雄 
委員 堀田 恭子（立正大学） 
 
去る平成 25年 5月 17日に当該論文の博士論文発表会を行い、引き続き論文審査委員会
を開催した。審査委員からは、事例として取り上げた森永ヒ素粉乳中毒事件について判決、
ヒアリング、被害者団体に関する資料などを詳細に調査し整理記述している点を高く評価
する意見が多く出された。一方で、理論的フレームワークとして用いたスターリングモデ
ルをはじめ、理論と実証との関係が不明確であるという意見も各委員より共通の指摘があ
った。とりわけ、アクターによる知識の把握と社会的認知との区別など科学的知識の不確
実性の扱いにおいて、専門家と非専門家の役割に関する理論的フレームワークを丁寧に整
理しなおすことが必要であるということで結論に至った。また、政策的含意についても、
同様に丁寧にそれぞれの定義を明確資することで改善の余地があるとした。 
 
したがって、審査委員会としては、事例研究として取り扱った森永ヒ素粉乳中毒事件の
分析の研究的価値や政策的意義の高さに加え、著者がこれまで断片的かつ限定的にしか研
究されてこなかった事件の全体像を包括的にまた詳細に整理記述している点を評価し、本
論文に対し修正条件を付した合格（修正期間は半年）と判断した。 
 
審査委員会の結論を受け、審査委員会主査の指導の下約 5カ月をかけ論文修正を進めた
結果、10月初旬に改訂版が完成、再度審査委員から最終的な了承を得るに至った。修正に
より、本論文の課題であった理論と実証の相互関係がより明確となり、具体的にスターリ
ングとカロンの理論が森永ヒ素粉乳中毒事件を事例に、検証されつつもさらなる理論的フ
レームワークの発展性への可能性まで示すことができた。 
